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★議会傍聴を通じて、子どもたちが普段の生活ではあまり意識することのなかった「まちの
ことを、誰が、どのように決めているのか」について考えるきっかけになりました。実際に話
し合う姿を見たことで、社会の仕組みをより身近に感じることができたと思います。始まる
前には、議場内を自由に見学させて頂ける時間もあり、議長席や議員席、執行部席などを興
味深そうに見て回る子どもたちの姿が印象的でした。

〜 豊 津 小 学 校 の 児 　 　 童 が 議 会 を 傍 聴 〜

★私たちの行っている学校の話しや自分た
ちが住んでいるこの町のことについてしん
けんに話し合ってくれていることが分かっ
た。

★自分たちの暮らしをかいぜんすることを
話し合っていた。女性より男性の方があっ
とう的に多かった。議会はディベートのよ
うで発言時間があり、１時間ほどあった。
みんなが町をよくする質問をしていた。

★自然災害や教育環境の確保、公共施設
のことなど自分達と関わりのある話もある
と分かりました。自分たちの生活について
の会議をされているところに行けてうれし
かったです。

★たくさんの大人が話し合ってきめていて
すごかった。たくさんの議だいがあると知
りました。

★課題と必要な対策を明確に話す議員の
方々が凄いと思った。最後にみやこ町を支
えてくれてありがとうございます。

地域の将来を 考える子どもたち！
豊津小学校（50 人）の６年生の子どもたちが傍聴に来ました。
感想文を頂きましたので、少しですが、ご紹介いたします。

豊津小学校 ６年生

感想文は原文のまま掲載しています
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〜 豊 津 小 学 校 の 児 　 　 童 が 議 会 を 傍 聴 〜

★これからも地元を大切にしようと思いま
した。また、地元のためにすごくしてくれ
ていることがうれしかったです。

★議会を傍聴するときがあったら、テーマ
が学校のことについてのときにきいてみた
いなと思いました。

★１年になんかい話し合っているのかをし
りたい。
個人で行きたいなと思った。

★たくさんの人が話し合ってて、しんけん
に考えてるのが伝わって印象に残った。

★災害対策では、避難体制や防災インフラの整備が議題となり、地域全体の安全確保の重
要性を再認識し、身が引き締まりました。教科書で扱う「地方自治」が暮らしや子どもの命
に直結している現場を体験できたことは、大きな収穫です。今回の学びを「生きた教材」と
して今後の指導に還元していきます。

★私はこのように思いました。「次に行く
時は私が発言しているけしきを見たい！」
と。ほかにもおどろいたことや聞いたこと
で疑問に思ったことがたくさんあります。

★これからは、大人になっていくので、投
票するときに今回のことを考えながら投票
したいと思いました。

地域の将来を
9 月１日から１7 日までの会期で開催された 9 月定例会に
子どもたちの目に議会はどのように映ったのでしょうか。

豊津小学校 ６年生
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問
人
命
を
左
右
す
る
初
期

行
動
を
円
滑
に
行
え
る
の
は
、

地
域
で
情
報
を
共
有
し
、必

要
に
即
し
、自
助
・
互
助
・
共

助
を
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処

す
る
事
が
重
要
だ
が
、取
組

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
自
主
防
災
組
織
の
設

立
は
、徐
々
に
増
え
46
組
織
と

な
り
、現
在
人
口
カ
バ
ー
率
約

43
％
で
あ
る
が
、今
後
も
組
織

率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

資
機
材
の
点
検
並
び
に
補
充

時
に
共
同
訓
練
等
を
実
施
す

る
。

問
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場

合
、休
校
並
び
に
下
校
の
判

断
基
準
は
あ
る
の
か
。

教
育
長　
今
は
無
い
が
、今
後

検
討
す
る
。

基
地
対
策
に
つ
い
て

問
基
地
周
辺
地
域
は
、恒
常

的
な
航
空
機
の
騒
音
の
み
な

ら
ず
、農
業
に
お
い
て
も
ド

ロ
ー
ン
等
に
よ
る
農
薬
散
布

に
対
し
て
規
制
が
非
常
に
厳

し
く
な
り
、適
期
防
除
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
現
実
を
認

識
し
、対
応
策
を
求
む
。

行
政
経
営
課
長  

関
係
機
関

等
と
協
議
し
て
い
く
。

農
産
物
の
産
地
化
等
に
つ
い

て問
園
芸
作
物
栽
培
が
低
迷

し
て
い
る
が
、共
選
共
販
部

会
を
活
性
化
さ
せ
新
規
就
農

者
も
安
心
し
て
栽
培
に
取
組

め
る
よ
う
、園
芸
作
物
の
産

地
化・団
地
化
を
図
れ
な
い
か

問
う
。

町
長  
産
地
化・団
地
化
は
重

要
な
取
組
と
考
え
て
い
る
。適

地
適
作
を
念
頭
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
大
豆
等
の
水
田
転
作
作

物
は
、畑
作
物
で
あ
り
な
が

ら
、稲
と
隣
合
わ
せ
に
栽
培

さ
れ
た
圃ほ

場
が
非
常
に
多

い
。

　

収
量
を
上
げ
る
た
め
、奨

励
措
置
を
用
い
て
で
も
連
坦

し
た
団
地
化
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

町
長　

調
査
等
を
行
い
、予

算
面
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

害
獣
対
策
に
つ
い
て

問
害
獣
の
捕
獲

は
、行
っ
て
い
る

の
に
、被
害
は
大

幅
に
増
加
し
て

い
る
。

　

比
較
的
、容

易
に
取
得
可
能

な
箱
ワ
ナ
狩
猟

免
許
の
取
得
を

広
く
促
し
、取

得
及
び
更
新
に

か
か
る
費
用
の一

部
助
成
は
で
き

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
新
規
取
得

者
に
は
、国
及
び
当
町
で
、経

費
助
成
は
実
施
し
て
い
る
。

問
箱
ワ
ナ
を
町
の一括
管
理

で
は
な
く
、免
許
保
持
者
に

管
理・運
用
を
依
頼
し
、も
っ

と
機
敏
性
を
図
れ
な
い
か
。

町
長　
法
に
照
し
合
せ
、運
用

の
拡
大
を
検
討
す
る
。

害
獣
対
策
に
つ
い
て

行
政
経
営
課
長

町
長

町
長

農
産
物
の
産
地
化
等
に
つ
い

て

動画はこちら

問

答

飯
いいもと

本　秀
ひ で お

夫　議員

組織の育成や共同訓練を行う

災害時の初期活動対策を問う

問

問問

町
長

問

問問

産
業
振
興
課
長

町
長

問

教
育
長

基
地
対
策
に
つ
い
て



動画はこちら
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答
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問
小
中
学
校
の
校
舎
、体
育

館
の
築
年
数
は
。

教
育
長　
体
育
館
で
勝
山
中

の
36
年
、
校
舎
で
豊
津
中
61

年
。

問
新
設
校
舎
の
建
設
は
。

教
育
長　
勝
山
地
区
、
小
中

一
貫
校
の
建
設
を
も
っ
て
一

つ
の
節
目
と
す
る
。

問
学
校
の
維
持
管
理
、施
設

の
格
差
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　
既
存
の
建
物
を
補

修
や
改
修
し
て
、
児
童
生
徒

の
学
習
環
境
が
不
利
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
。

問
勝
山
地
区
や
中
学
校
の

再
編
の
延
滞
に
つ
い
て
、町

民
、児
童
生
徒
に
理
解
あ
る

説
明
を
。

教
育
長　
計
画
策
定
時
と
状

況
が
大
き
く
異
な
り
、
学
校

再
編
の
青
写
真
を
示
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立
の
必

要
性
、
経
過
、
手
順

問
公
社
の
必
要
性
は
。

町
長
公
室
長　
人
口
減
少
を

含
め
、
複
合
的
な
地
域
課
題

な
ど
公
民
連
携
の
実
行
主
体

の
会
社
が
必
要
。

問
経
過
に
つ
い
て
は
。

町
長
公
室
長　
コ
ア
ア
ク
シ
ョ

ン
推
進
業
務
成
果
報
告
書
で

方
向
性
を
共
有
、
討
議
を
経

て
同
意
形
成
を
図
っ
た
。

公
社
の
組
織
に
つ
い
て

問
実
務
者
の
人
数
は
。

町
長
公
室
長　
代
表
理
事
、

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
２
名
の
４
名
体
制
。

問
経
費
の
調
達
に
つ
い
て

は
。

町
長
公
室
長　
設
立
準
備
協

議
会
負
担
金
６
８
０
万
円
及

び
基
金
約
１
４
０
０
万
円
。

問
公
社
の
役
割
に
つ
い
て

は
。

町
長
公
室
長　
コ
ン
パ
ク
ト
プ

ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る

中
心
拠
点
整
備
や
町
の
課
題

解
決
の
実
施
。

設
立
協
議
会
の
目
的
、
役

割
、
体
制
は

問
目
的
に
つ
い
て
は
。

町
長
公
室
長　
登
記
手
続
、

事
業
、
収
支
計
画
策
定
、
現

場
体
制
の
整
備
。

問
協
議
会
の
役
割
は
。

町
長
公
室
長　
定
款
、
規
程

類
作
成
、
活
動
拠
点
の
選

定
、
改
修
、
専
門
人
材
の
選

考
や
採
用
。

問
協
議
会
の
体
制
は
。

町
長
公
室
長　
専
任
ス
タ
ッ

フ
、
地
域
、
金
融
機
関
、
な

ど
任
意
団
体
で
構
成
。

問
運
営
経
費
の
６
８
０
万
円

の
内
訳
は
。

町
長
公
室
長　
一
般
財
源
を

充
当
。
内
訳
は
、
人
件
費
、

通
信
回
線
整
備
な
ど
。

小
お だ

田　勝
かつひこ

彦　議員

勝山地区学校再編基本方針に
ついて

令和１４年４月に開校を目指し
小中一貫校を整備する

形態

施設一体型 施設分離型

勝山地区小中一貫校 ◎

再編後の勝山地区小・中学校の形態（太枠）

組織

施設

1人の校長、１つの教職員組織

小中一貫型小中学校

小・中学校それぞれに校長、教職員
組織

施設隣接型

義務教育学校

町
長
公
室
長

問問問 公
社
の
組
織
に
つ
い
て

問問問 問

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

問 問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

問問問問

ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立
の

必
要
性
、経
過
、手
順

設
立
協
議
会
の
目
的
、役

割
、体
制
は



動画はこちら

問

答
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柿
か き の

野　直
な お こ

子　議員

問
農
業
用
水
は
、お
お
む
ね

河
川
と
た
め
池
か
ら
の
水
で

賄
っ
て
い
る
と
考
え
る
。地
球

温
暖
化
は
年
々
進
ん
で
い
る

が
、み
や
こ
町
の
農
業
用
水
の

確
保
は
有
事
に
ど
の
程
度
対

応
で
き
る
の
か
心
配
で
あ
る
。

た
め
池
の
数
と
水
量
は
何
ト

ン
貯
水
で
き
る
の
か
伺
う
。

町
長　
１
６
９
か
所
の
た
め

池
を
有
し
、総
有
効
貯
水
量

は
４
５
２
万
２
０
０
０
ト
ン
、

受
益
面
積
は
１
６
２
５
．６
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
。近
年
の
異

常
気
象
に
よ
り
干
ば
つ
や
渇

水
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

り
、た
め
池
の
機
能
を
最
大
限

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

問
勝
山
岩
熊
で
は
川
か
ら
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
水
路
に
流

し
て
い
た
。他
に
水
不
足
が
生

じ
た
地
域
は
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
犀
川
帆
柱

地
区
に
も
そ
の
よ
う
な
状
況

が
あ
っ
た
と
連
絡
を
受
け
て
い

る
。

問
今
後
の
温
暖
化
を
念
頭

に
水
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
は
年
次
計
画
を
立
て
水

量
確
保
に
浚
渫
工
事
等
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長  

福
岡
県
等

の
補
助
金
を
使
っ
て
浚
渫
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、地
域
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
計
画
を
立
て
て
い
き
た

い
。

熱
中
症
予
防・対
策
を

問
県
内
の
自
治
体
で
は
、冷

房
が
効
い
た
公
共
施
設
な
ど

を
住
民
に
開
放
す
る
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー（
指
定
暑
熱

避
難
施
設
）の
指
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

み
や
こ
町
も
30
度
を
超
え
る

日
が
続
い
た
が
、ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
開
設
は
さ
れ

た
の
か
。

町
長  

現
時
点
で
は
指
定
施

設
は
な
い
が
、主
要
な
公
共
施

設
に
お
い
て
は
、開
館
期
間
中

は
誰
で
も
立
ち
寄
り
休
息
で

き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、夏
場

の
期
間
中
は
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
の
機
能
を
果
た
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。本
町
に

お
い
て
も
住
民
の
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
施
設
の
指
定
と

運
用
体
制
の
整
備
を
検
討
す

る
。

問
熱
中
症
リ
ス
ク
の
指
標
と

な
る
暑
さ
指
数
を
測
定
す
る

測
定
器
を
小
中
学
校
は
備
え

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
10
校
の
う

ち
８
校
に
15
台
備
え
て
お
り
、

残
り
２
校
の
小
学
校
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
熱
中
症
予
防

サ
イ
ト
で
暑
さ
指
数
を
確
認

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。あ

ま
り
高
価
な
も
の
で
な
い
の
で

購
入
す
る
よ
う
に
促
し
て
い

る
。

小
規
模
農
家
の
支
援
を
求
む

問
農
業
者
に
対
し
て
の
支
援

に
、国・県
の
補
助
事
業
も
あ

る
よ
う
だ
が
、認
定
農
業
者

な
ど
一
定
規
模
の
農
業
者
に

集
中
し
て
い
る
。小
規
模
農

家
の
支
援
は
現
在
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

国
・
県
の

補
助
金
は
な
い
が
、他
の
自
治

体
で
は
町
単
独
で
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。

問
耕
作
者
の
高
齢
化
、機
械

化
し
た
稲
作
を
主
と
し
た
農

家
の
経
営
実
態
を
ど
う
認
識

さ
れ
て
い
る
の
か
。農
業
人
口

の
減
少
を
止
め
る
意
味
で
も

支
援
は
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
農
業
を
振

興
し
て
い
く
上
で
担
い
手
の

確
保
等
が
必
要
だ
と
思
って
い

る
。ど
の
よ
う
に
補
助
金
等
を

交
付
し
て
い
く
か
前
向
き
に

考
え
て
い
き
た
い
。

ため池の機能を最大限に発揮
させることが不可欠である

農業用水の確保は

問

問

町
長

問

問問

問都
市
整
備
課
長

産
業
振
興
課
長

学
校
教
育
課
長

町
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

町
長

問問

熱
中
症
予
防・対
策
を

小
規
模
農
家
の
支
援
を
求
む
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問
み
や
こ
町
は
少
子
高
齢
、

人
口
減
少
、消
滅
の
町
福
岡

県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、県
下
で一

番
広
い
町
が
故
に
高
齢
者
の

移
動
の
足
の
確
保
に
難
儀
し

て
い
る
。免
許
証
返
納
や
買

い
物
、通
院
等
、行
橋
市
あ
っ

て
の
み
や
こ
町
で
あ
り
、今
全

国
の
市
町
村
が
連
携
を
し
、

実
行
し
て
成
功
し
て
い
る
。な

ぜ
、し
な
い
の
か
。高
齢
者
や

障
害
者
の
人
達
が
安
心
・
安

全
で
暮
ら
せ
る
町
は
こ
こ
に

あ
る
。早
急
に
実
行
を
願
う
。

町
長　
広
域
利
用
に
お
け
る

制
度
上
の
課
題
や
必
要
と
な

る
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
関

係
自
治
体
と
も
意
見
交
換
を

行
い
、
現
状
や
課
題
に
つ
い

て
整
理
中
で
あ
る
。
引
き
続

き
検
討
す
る
。

日
産
自
動
車
追
浜
工
場
か
ら

の
移
住
者
獲
得
に
つ
い
て

問
昨
年
も
質
問
し
た
が
、北

九
州
日
産
自
動
車
が
一
大
生

産
拠
点
と
な
り
神
奈
川
県
追

浜
工
場
か
ら
多
く
の
人
達
が

移
動
す
る
。近
隣
市
町
村
は
、

早
く
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
移
住
者
獲
得
に
動

い
て
い
る
。そ
の
中
、行
橋
市

は
す
で
に
獲
得
し
て
い
る
と

聞
く
。二
度
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、こ
の
機
を
逃
さ
ず
獲

得
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。経
過
と
今
後
の
方
針
を

伺
う
。

町
長　
移
住
に
関
す
る
様
々

な
支
援
や
町
で
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
引
き
続
き
情
報
発
信

を
行
い
、
関
係
各
課
が
連
携

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

平
成
筑
豊
鉄
道
に
つ
い
て

問
１
３
０
年
続
い
た
田
川

線
が
残
念
に
も
廃
止
と
決
定

さ
れ
た
。特
に
犀
川
は
、街
の

真
ん
中
に
駅
が
あ
り
、材
木

や
石
炭
の
積
み
下
ろ
し
等
通

勤
、通
学
、と
多
く
の
人
で
賑

わ
う
場
所
で
あ
っ
た
。時
期
尚

早
で
は
あ
る
が
、今
後
廃
線

の
利
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

町
長　
先
進
事
例
や
沿
線
等

の
様
々
な
方
面
か
ら
意
見
を

参
考
に
路
線
跡
地
の
利
活
用

を
検
討
す
る
。

要
望
無
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、行
橋
市
と
提
携

し
、将
来
を
見
越
し
て
、犀
川

か
ら
行
橋
市
ま
で
自
動
運
転

運
行
を
願
う
。

ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て

問
内
田
町
政
が
発
足
し
て

４
年
と
半
年
が
経
っ
た
。モ

デ
ル
は
岩
手
県
紫
波
町
オ

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、人
口

３
万
４
０
０
０
人
。

　
そ
の
間
、学
識
経
験
者
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、ア
ド
バ
イ

ザ
ー
委
託
業
務
、調
査
報
告

書
な
ど
大
き
な
予
算
・
経
費

が
計
上
さ
れ
続
け
て
い
る
。今

回
ま
ち
づ
く
り
公
社
立
ち
上

げ
に
６
８
０
万
円
計
上
。今
み

や
こ
町
は
少
子
高
齢
化
対
策

や
農
業
政
策
、人
口
減
少
問

題
、勝
山
小
中一貫
校
建
て
替

え
等
、待
っ
た
無
し
の
課
題
が

山
積
み
さ
れ
て
い
る
。我
が
町

に
は
、余
裕
な
財
源
は
な
い
。

ど
の
よ
う
な
考
え
か
伺
う
。

町
長　
ま
ち
づ
く
り
公
社
の

設
立
及
び
旧
犀
川
支
所
跡
地

に
お
け
る
拠
点
整
備
の
方
針

を
打
ち
出
し
、
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。
本
年
度
よ
リ
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
・

配
置
し
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
観
光
企
画
等
、
持
続
可

能
な
地
域
振
興
を
目
指
し
て

い
る
。

意
見
全
体
で
の
共
有
が
無

い
た
め
内
容
が
全
く
見
え
て

こ
な
い
。

中
な か お

尾　昌
まさひろ

廣　議員

行橋市まであいのりタクシーの
延長を

既存の公共交通との役割分担を
考慮して慎重に検討していく

日
産
自
動
車
追
浜
工
場
か

ら
の
移
住
者
獲
得
に
つ
い
て

問

ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

平
成
筑
豊
鉄
道
に
つ
い
て

総
務
課
長

町
長

問問

問 要
望

意
見
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熊
くまがい

谷　み
み え こ

え子　議員

長期間での運行確保に努めて
いく

住民生活を守る交通政策を

問
平
成
筑
豊
鉄
道
の
廃
止

に
つ
い
て
、法
定
協
議
会
の
審

議
状
況
の
報
告
を
求
め
る
。

生
活
の
基
幹
と
な
る
公
共
交

通
な
ど
の
維
持
整
備
す
る
立

場
で
の
論
議
を
求
め
る
。

町
長　
路
線
バ
ス
転
換
は
、購

入
費
及
び
路
線
維
持
費
用
が

鉄
道
と
比
較
し
て
か
な
り
軽

減
さ
れ
る
点
や
路
線
や
バ
ス
停

の
変
更
が
容
易
に
行
え
る
点
、

国
の
補
助
金
等
の
活
用
が
見

込
ま
れ
る
点
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
考
え
ら
れ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、目
的
地
到

着
ま
で
に
時
間
を
要
し
、渋
滞

な
ど
の
交
通
事
情
に
左
右
さ

れ
到
着
時
間
が
読
み
に
く
く
、

１
車
両
で
運
ぶ
人
数
の
制
限

な
ど
が
あ
る
。

　
バ
ス
転
換
の
デ
メ
リ
ッ
ト
部
分

を
極
力
抑
え
メ
リ
ッ
ト
を
活
か

し
、沿
線
住
民
の
生
活
に
寄
り

添
っ
た
運
行
体
制
を
構
築
す
る
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問
歩
道
の
整
備
・
生
活
道

路
の
安
全
確
保
・
外
出
支
援

の
た
め
に
も
調
査
の
実
施
を

求
め
る
。

町
長　
歩
行
者
の
安
全
確
保

は
、日
常
生
活
を
守
る
上
で
重

要
な
課
題
で
あ
る
。歩
道
の
整

備
は
生
活
道
路
の
多
く
が
幅
員

狭
小
で
用
地
取
得
な
ど
の
制
約

か
ら
、全
て
の
箇
所
に
整
備
を
行

う
こ
と
は
困
難
な
状
況
。路
肩

を
緑
色
に
着
色
す
る「
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
」の
設
置
な
ど
で
、歩
行

者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。調

査
及
び
点
検
は
、職
員
の
巡
回

や
住
民
の
通
報
に
加
え
、「
地
区

要
望
書
」な
ど
で
状
況
把
握
し
、

緊
急
性
、公
共
性
の
高
い
も
の
か

ら
随
時
対
応
を
し
て
い
る
。

後
見
人
制
度
の
周
知
を

問
現
状
の
利
用
状
況
及
び

今
後
の
活
用
策
に
つ
い
て
。

町
長　
令
和
８
年
６
月
３
日

現
在
、み
や
こ
町
の
成
年
後
見

制
度
利
用
者
数
は
、56
人
、類

型
別
で
は
、成
年
後
見
が
39
人
、

保
佐
が
16
人
、補
助
が
１
人
。

　

町
で
は
、「
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
計
画
」を
含
む「
み

や
こ
町
地
域
福
祉
総
合
計
画
」

を
令
和
５
年
度
に
策
定
し
、中

核
機
関
で
あ
る「
行
橋
・
京
都

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
お
れ
ん

じ
」や「
み
や
こ
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
、

成
年
後
見
制
度
の
周
知
啓
発

に
努
め
、利
用
に
繋
げ
て
い
る
。

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
実
績
を
問
う

問
対
象
者
を
広
げ
る
こ
と
。

町
長　

利
用
実
績
は
、令
和

７
年
度
は
２
人
、令
和
８
年
度

８
月
末
時
点
は
４
人
。令
和

８
年
度
か
ら
助
成
額
の
上
限

額
を
２
万
円
か
ら
５
万
円
に

増
額
し
て
い
る
。対
象
者
の
所

得
要
件
の
緩
和
は
、恒
久
的
な

財
政
負
担
も
あ
り
、他
の
福

祉
施
策
と
の
均
衡
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
た
い
。

介
護
予
防
住
宅
改
修
事
業

問
居
宅
の
生
活
の
利
便
性

の
確
保
を
。

町
長　
手
す
り
の
設
置
や
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
置
に
よ
る
段

差
の
解
消
、特
定
福
祉
用
具

の
購
入
等
、住
宅
改
修
等
経

費
の
う
ち
、補
助
対
象
経
費
の

上
限
を
５
万
円
と
し
、そ
の
９

割
に
相
当
す
る
４
万
５
千
円

を
上
限
額
と
し
て
補
助
を
す

る
。利
用
実
績
は
、令
和
６
年

度
が
４
件
、令
和
７
年
度
が
７

件
と
な
っ
て
い
る
。広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
、制
度
の

周
知
に
努
め
る
。

町
長

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

高
齢
者
補
聴
器
購
入
助
成

事
業
の
実
績
を
問
う

町
長

問

問

問 問町
長

問町
長

町
長

介
護
予
防
住
宅
改
修
事
業

後
見
人
制
度
の
周
知
を

後
見
人
制
度
の
周
知
を
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問
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
多

額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る

が
具
体
的
な
金
額
は
。

町
長　

現
在
、関
連
事
業
で

５
６
８
０
万
円
か
か
っ
て
い

る
。

町
長
公
室
長　
今
後
も
犀
川

地
区
の
拠
点
整
備
に
か
な
り

の
費
用
が
か
か
る
。

問
現
時
点
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
成
果
は
。住
民
の
生
活

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
公
室
長　
す
ぐ
に
成
果

は
感
じ
ら
れ
な
い
が
少
し
ず
つ

前
に
進
ん
で
い
る
。

林
業
事
業
に
つ
い
て

問
林
業
事
業
の
契
約
方
法

が
以
前
と
違
う
が
理
由
を
問

う
。

産
業
振
興
課
長　
林
業
は
専

門
性
が
あ
る
た
め
に
随
意
契

約
を
行
って
い
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問
公
共
施
設
の
跡
地
が
有

効
活
用
さ
れ
ず
、ボ
ロ
ボ
ロ
で

何
も
利
用
さ
れ
ず
、長
期
間

放
置
さ
れ
て
い
る
。草
刈
り
な

ど
の
維
持
管
理
だ
け
で
も
多

額
の
税
金
が
か
か
る
。売
却

や
有
効
活
用
は
で
き
な
い
の

か
、今
後
の
方
針
に
つ
い
て
問

う
。

行
政
経
営
課
長　
公
共
施
設

再
配
置
計
画
を
今
年
度
見
直

し
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長　

廃
棄
や
売
却
を
含

め
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
中

で
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
き

た
い
。

原
は ら だ

田　和
か ず み

美　議員

グランドデザイン事業の経費は

約５,６８０万円

町
長
公
室
長

町
長
公
室
長

町
長

町
長

行
政
経
営
課
長

産
業
振
興
課
長

問問問

問

廃校となった学校たち廃校となった学校たち

公
共
施
設
に
つ
い
て

林
業
事
業
に
つ
い
て
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柿
か き の

野　義
よしなお

直　議員

問
完
成
ま
で
の
予
定
は
。

町
長　
地
質
調
査
の
完
了
後

（
令
和
９
年
３
月
末
完
了
）、

道
路
詳
細
設
計
、用
地
測
量
へ

と
進
む
。

問
用
地
測
量
後
に
買
収
、次

に
道
路
建
設
と
進
ん
で
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
ど
れ
ぐ

ら
い
の
年
月
が
か
か
る
か
。

都
市
整
備
課
長　
用
地
測
量

に
つ
い
て
は
詳
細
設
計
後
に
道

路
の
幅
が
決
ま
り
、く
い
打
ち

を
し
て
、境
界
確
認
な
ど
か
な

り
の
日
数
が
か
か
る
。買
収
で

も
宅
地
物
件
の
移
転
補
償
等

も
あ
る
。工
事
着
工
に
つ
い
て

も
盛
り
土
工
法
の
土
を
ど
こ

か
ら
取
り
寄
せ
る
か
等
が
あ

り
、期
間
に
つ
い
て
の
回
答
は

困
難
で
あ
る
。現
時
点
で
は
国

か
ら
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。公
表
さ
れ

次
第
、速
や
か
に
情
報
公
開
に

努
め
る
。

災
害
に
備
え
る
を

問
今
回
の
熊
本
震
災
の
支

援
策
と
し
て
町
は
こ
れ
ま
で

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
か
。今

後
ど
ん
な
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
の
か
。

町
長　
募
金
箱
を
本
庁
舎
な

ど
３
か
所
に
置
い
て
い
る
。２

つ
の
被
災
自
治
体
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
代
理
受
領
を
行
っ

て
い
る
。今
後
も
人
的
支
援
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、被
災
地
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
準

備
を
し
て
お
き
た
い
。

問
防
災
倉
庫
は
完
了
し
た

の
か
。

町
長　
令
和
３
年
に
勝
山
４

棟
、豊
津
３
棟
、犀
川
３
棟
の

合
計
10
棟
、令
和
８
年
４
月
に

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
し
て
い
る
。

問
備
蓄
品
の
公
表
は
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
備
蓄
品
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
る
。

問
地
震
等
に
よ
る
町
の
災

害
規
模
を
数
字
で
示
せ
。

町
長　
地
震
は
最
大
震
度
６

弱
が
予
想
さ
れ
る
。建
物
被
害

は
、全
壊
10
棟
、半
壊
１
０
０

棟
。上
下
水
道
・ガ
ス
な
ど
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
影
響
や
人
的

被
害
は
わ
ず
か
と
想
定
し
て

い
る
。避
難
所
で
５
０
０
人
が

３
日
間
過
ご
せ
る
備
蓄
品
が

あ
る
。

農
業
振
興
の
た
め
に

問
先
の
議
会
の
築
城
基
地

関
連
で「
実
施
困
難
と
回
答
し

た
案
件
に
対
し
て
町
と
し
て

や
れ
な
い
か
検
討
す
る
」と
答

弁
し
て
い
る
。進
ん
で
い
る
か
。

町
長　
県
営
河
川
祓
川
の
案

件
で
再
度
検
討
し
た
が
、町
が

実
施
す
る
こ
と
は
困
難
。再
度
、

福
岡
県
に
要
望
を
行
う
。

問
国
富
池
の
件
は
進
ん
で
い

る
か
。

町
長　
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、状
況
確
認
を
行
って
い
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、施
設
等
の

点
検
調
査
の
計
画
を
検
討
す

る
。

問
日
照
り
が
続
い
て
灌か
ん
が
い漑
に

苦
労
し
て
い
る
。地
域
に
よ
っ

て
は
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

灌か
ん
が
い漑
施
設
へ
の
補
助
金
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
農
家
の
努

力
に
よ
っ
て
深
刻
な
状
況
に

陥
っ
て
は
い
な
い
と
の
見
方
を

し
て
い
る
。渇
水
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば

補
助
金
は
交
付
さ
れ
な
い
。柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
検

討
す
る
。

現在、地質調査の段階

国道２０１号のバイパス化はどこま
で進んでいるか

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
を

農
業
振
興
の
た
め
に

災
害
に
備
え
る

町
長

都
市
整
備
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

産
業
振
興
課
長

町
長

町
長

問問

問 問

問 問問

問問

地質調査のためのボーリング
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問
今
年
度
秋
以
降
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試
験
的
導
入

を
行
う
。私
自
身
す
ぐ
に
で

も
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

み
を
始
め
る
べ
き
だ
と
思
う

が
、運
行
計
画
を
伺
う
。

町
長　
バ
ス一台
を
リ
ー
ス
し
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
３
か
月

間
順
次
路
線
を
変
更
し
な
が

ら
４
路
線
程
度
の
運
行
を
予

定
。利
用
者
は
限
定
し
な
い
。

料
金
は
無
料
と
す
る
。

問
内
田
町
長
施
政
方
針
の

中
の
本
庁
舎
建
て
替
え
移
転

に
つ
い
て
は
、私
自
身
時
期
尚

早
と
考
え
る
が
、今
後
の
計

画
を
伺
う
。

町
長　
町
の
新
庁
舎
建
設
へ

の
取
り
組
み
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト

し
て
お
ら
ず
、建
設
候
補
地
に

つ
い
て
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
勝
山
小
中
一
貫
校
の
建

設
予
定
地
を
現
小
中
学
校
に

選
定
さ
れ
な
い
理
由
と
建
設

費
総
額
及
び
財
源
内
訳
を
伺

う
。

教
育
長　
今
回
計
画
し
て
い
る

一
貫
校
は
、３
万
㎡
の
敷
地
が

必
要
で
あ
り
、各
学
校
の
現
有

の
敷
地
で
は
面
積
が
不
足
す

る
。

　

建
設
費
総
額
は
、50
億
円

を
下
回
る
こ
と
は
な
い
。財
源

内
訳
は
、文
部
科
学
省
の
公

立
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金

を
ベ
ー
ス
に
、県
の
学
校
統
合

支
援
事
業
補
助
金
や
森
林
環

境
譲
与
税
の
活
用
に
つ
い
て
も

担
当
課
と
協
議
を
行
っ
て
い

る
。防
衛
省
の
補
助
は
活
用
さ

れ
な
い
。

問
閉
校
さ
れ
た
学
校
や
公

共
施
設
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
利
活
用
さ
れ
な
い

場
合
は
解
体
は
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

町
長　
今
後
、使
用
見
込
み
の

な
い
施
設
は
、計
画
的
に
解
体

を
行
い
、地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
事
業
へ
転
換
で
き
な
い
か

検
討
す
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問
旧
豊
津
町
の
八
景
山
老

人
憩
い
の
家
に
つ
い
て
は
、今

ま
で
文
化
財
の
保
管
場
所
と

し
活
用
さ
れ
て
い
た
。そ
の
後

城
井
小
学
校
に
移
転
さ
れ
て

い
る
。今
後
は
、老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
中
、解
体
し
か
な
い

と
思
う
が
ど
う
お
考
え
か
伺

う
。

教
育
長　
施
設
内
に
残
存
さ

れ
た
廃
棄
処
分
に
す
べ
き
備

品
や
物
品
に
つ
い
て
は
、今
年

度
中
に
廃
棄
す
る
。当
該
施
設

の
利
活
用
は
、そ
の
他
の
公
共

施
設
と
合
わ
せ
て
今
後
検
討

が
行
わ
れ
る
。

大
おおつか

束　英
ひでとし

壽　議員

コミュニティバスの運行計画を
示せ

路線バスの実証運行を計画して
いる

閉鎖された老人憩いの家閉鎖された老人憩いの家

教
育
行
政
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

教
育
長

教
育
長

問問

問

問 問
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問
ヤ
ー
ド
に
よ
る
土
砂
流
出

で
通
行
止
め
と
な
っ
た
町
道

の
復
旧
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長　
８
月
下
旬

か
ら
復
旧
工
事
を
開
始
し
、

再
発
防
止
を
考
慮
し
た
復
旧

を
進
め
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

問
近
隣
自
治
体
や
県
と
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
、こ
れ
ま

で
の
取
組
と
今
後
の
対
応
は
。

町
長　
県
境
を
越
え
た
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
を
進
め
て
お

り
、７
月
か
ら
近
隣
市
町
と
連

携
し
、広
域
で
の
捕
獲
が
可
能

と
な
る
協
力
体
制
を
構
築
し

た
。今
後
も
捕
獲
強
化
に
取
り

組
む
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、獣
の

目
撃
情
報
や
被
害
、捕
獲
場

所
な
ど
を
デ
ー
タ
化
し
地
図

上
で
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

被
害
地
域
や
捕
獲
場
所
を
把

握
し
、対
策
に
生
か
せ
る
。ま

た
、セ
ン
サ
ー
付
き
ワ
ナ
で
捕

獲
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
通

知
さ
れ
、見
回
り
負
担
軽
減

や
捕
獲
効
率
化
も
期
待
で
き

る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
広
域
連

携
で
進
め
て
い
く
考
え
は
あ

る
か
。

産
業
振
興
課
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
取
り
入
れ
た
対
策
も
補

助
対
象
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
。各

市
町
と
連
携
し
、協
議
会
の
中

で
発
案
し
て
い
き
た
い
。

問
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ

と
の
Ｄ
Ｘ
連
携
協
定
を
鳥
獣

被
害
対
策
に
活
用
で
き
な
い

か
。目
撃
・
被
害
・
捕
獲
情
報

の
共
有
や
、セ
ン
サ
ー
付
き
ワ

ナ
、監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し
、

モ
デ
ル
地
区
で
の
試
験
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長　
こ
れ
ま
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
協
議

し
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
シ

カ
の
食
害
防
止
策
な
ど
の
案

が
出
て
い
る
。効
果
や
費
用
対

効
果
を
検
証
し
、既
存
対
策

以
外
に
有
効
な
方
法
が
あ
れ

ば
検
討
し
て
い
く
。

問
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
の
処
理
に
つ
い
て
、
鳥
取

市
で
活
用
さ
れ
て
い
る
大
型

配
水
管
を
利
用
し
た
処
理
方

法
を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
10
月
に
鳥
取
市
を
視

察
し
、大
型
配
水
管
を
活
用
し

た
処
理
方
法
に
つ
い
て
調
査
す

る
。

フ
リ
ー
Wi-

Fi
拡
充
に
つ
い

て問
平
戸
市
の
事
例
を
参
考

に
、民
間
企
業
と
連
携
し
た

面
的
な
フ
リ
ー
Wi-

Fi
整
備
を

調
査
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

町
長  

先
進
事
例
を
調
査
す

る
と
と
も
に
、商
工
会
や
地
元

事
業
者
の
意
向
を
伺
い
、み
や

こ
町
に
適
し
た
官
民
連
携
に

よ
る
整
備
を
検
討
す
る
。

でき得るならば、１２月議会に上程
できたらと考えている

ヤード条例について、いつ頃の
制定を目指しているのか

【
I
C
T
と
は
】

　
情
報
通
信
技
術
の
こ
と
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、電

子
メ
ー
ル
の
送
受
信
な
ど
が

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

岩
いわむら

村　宗
そういちろう

一郎　議員

ICTを活用した駆除のイメージICTを活用した駆除のイメージ

町
長

問

問町
長

町
長

問問 問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

都
市
整
備
課
長

フ
リ
ー
Wi-

Fi
拡
充
に
つ
い

て

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

問問
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問
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
、

草
刈
り
な
ど
地
域
で
担
っ
て

き
た
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
地
域

に
求
め
て
き
た「
共
助
」と
、行

政
が
担
う「
公
助
」の
役
割
を

今
後
ど
う
考
え
る
の
か
。

町
長　
地
域
に
従
来
の
活
動

を
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な

く
、
時
代
に
合
わ
せ
て
無
理

な
く
助
け
合
え
る
環
境
を
行

政
が一緒
に
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。
地
域
課
題
解
決
支
援
補

助
金
の
活
用
や
行
政
手
続
の

簡
素
化
、
集
落
支
援
員
の
配

置
も
検
討
し
、
負
担
軽
減
と

伴
走
支
援
、
新
た
な
担
い
手

の
確
保
、
公
助
の
３
本
柱
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
防

災
・
防
犯
や
福
祉
な
ど
安
心
・

安
全
の
土
台
は
行
政
が
責
任

を
持
つ
。

中
心
拠
点
か
ら
離
れ
た
地
域

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か

問
人
口
減
少
が
進
む
中
、中

心
拠
点
か
ら
離
れ
た
地
域
の

暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か
。既

に
住
む
住
民
を
中
心
部
へ
集

め
る
考
え
は
。

町
長　
拠
点
以
外
を
置
き
去

り
に
せ
ず
、
地
域
交
通
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
町
内

全
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。

新
た
に
住
宅
を
建
て
る
場
合

は
中
心
拠
点
周
辺
へ
の
誘
導

を
基
本
と
す
る
が
、
既
に
住

ん
で
い
る
住
民
を
中
心
部
へ
集

め
る
考
え
は
な
く
、
現
在
の

地
域
で
よ
り
よ
く
暮
ら
せ
る

方
法
を
考
え
る
。

下
水
道
の
老
朽
化
へ
の
備
え

と
更
新
財
源
は

問
公
共
下
水
道
は
法
定
耐

用
年
数
50
年
に
対
し
、事
業

開
始
か
ら
37
年
が
経
過
し
て

い
る
。老
朽
化
へ
の
備
え
と
財

源
は
。

町
長　
管か
ん
き
ょ渠
本
体
の
網
羅
的

な
全
体
点
検
は
ま
だ
実
施
し

て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
本
管

の
破
損
や
閉
塞
、
重
大
な
道

路
陥
没
は
発
生
し
て
い
な
い
。

公
共
下
水
道
事
業
基
金
の
残

額
は
ゼ
ロ
、
農
業
集
落
排
水

事
業
基
金
は
約
２
０
６
８
万

円
で
あ
る
。
人
口
減
少
で
経

営
が
厳
し
く
な
る
中
、
上
下

水
道
事
業
審
議
会
で
経
営
や

事
業
の
在
り
方
を
検
討
し
、

方
向
性
を
定
め
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

問
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の

現
状
と
、豊
津
中・犀
川
中
の

今
後
は
。

教
育
長　

町
全
体
の
洋
式

化
率
は
７
９
．２
％
。犀
川
中

３
４
．６
％
、豊
津
中
４
４
．

１
％
、諫
山
小
４
６
．７
％
で
あ

る
。諫
山
小
は
今
年
度
に
設
計

し
、来
年
度
に
洋
式
化
工
事
を

行
う
予
定
。豊
津
中・犀
川
中

は
順
次
洋
式
化
を
進
め
、来
年

度
予
算
へ
の
計
上
に
つ
い
て
は

予
算
要
求
段
階
で
財
政
部
局

と
相
談
す
る
。

楠
く す だ

田　涼
りょう

　議員

「地域任せ」では続かない、共助を
どう支えるのか

地域と行政が一緒に無理なく助
け合える環境を作る

学校の和式トイレ学校の和式トイレ

問 問

問 町
長

問

中
心
拠
点
か
ら
離
れ
た
地
域

の
暮
ら
し
を
ど
う
守
る
の
か

下
水
道
の
老
朽
化
へ
の
備
え

と
更
新
財
源
は

町
長

町
長

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

教
育
長
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六
ろ く た

田　一
か ず み

美　議員

鉄道存続に対して賛同を得ること
は困難

平成筑豊鉄道田川線だけでも残せ
る取り組みはできないか

問
犀
川
地
区
の
住
民
や
育

徳
館
中
学
、高
校
、他
の
小
倉

方
面
に
通
学
し
て
い
る
学
生

に
と
っ
て
は
、な
く
て
は
な
ら

な
い
交
通
手
段
で
あ
る
。近

隣
の
市
町
村
の
首
長
と
話
し

合
っ
て
、田
川
線
だ
け
で
も
残

せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
。

町
長　
「
田
川
線
の
存
続
」の

た
め
に
は
、い
く
つ
か
の
課
題

が
あ
る
と
考
え
る
。路
線
バ
ス

転
換
へ
の
意
向
を
示
し
た
自

治
体
が
行
橋
市
、赤
村
、香
春

町
、田
川
市
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
案
、み

や
こ
町
は
鉄
道
上
下
分
離
案
、

こ
の
状
況
で
鉄
道
存
続
に
対

し
て
賛
同
を
得
る
こ
と
は
困

難
と
考
え
る
。

　

ま
た
、施
設
関
連
の
問
題

も
あ
る
。車
両
、橋
梁
、線
路
、

枕
木
、踏
切
な
ど
の
施
設
の
老

朽
化
だ
け
で
な
く
、車
両
の
保

管
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
た

め
の
車
両
基
地
や
運
行
事
務

所
、通
信
施
設
が
犀
川
線
の

区
間
に
は
存
在
し
な
い
。新
設

す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、こ
の

た
め
に
沿
線
市
町
村
で
新
た

な
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
賛
同
を
得
る
こ
と
も
困
難

と
考
え
る
。

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て問
病
院
や
買
い
物
に
行
く
際
、

行
き
は
時
間
の
予
約
は
で
き

る
が
、帰
り
は
時
間
が
決
ま

ら
な
い
の
で
予
約
が
取
り
に

く
い
。そ
の
た
め
、補
助
券
な

ど
を
発
行
す
る
取
り
組
み
は

で
き
な
い
か
。

保
険
福
祉
課
長　
病
院
は
季

節
や
曜
日
な
ど
で
患
者
の
数

が
変
動
し
、こ
の
た
め
待
ち
時

間
等
で
帰
り
の
予
約
が
で
き

な
い
こ
と
や
予
約
し
て
い
て
も

そ
の
時
間
に
乗
車
で
き
な
い
と

い
う
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

現
在
の
「
あ
い
の
り
タ
ク

シ
ー
」の
運
行
ル
ー
ル
の
中
で

の
利
用
方
法
、不
正
利
用
対

策
、運
行
事
業
者
の
対
応
等
、

解
決
の
必
要
な
課
題
が
あ
る

の
で
、制
度
の
見
直
し
の
際
に

は
検
討
し
た
い
。

道
路
の
草
や
立
木
に
つ
い
て

問
町
内
の
道
路
で
草
や
木

が
生
い
茂
っ
て
歩
行
で
き
な

い
状
態
に
な
っ
て
い
る
所
が
あ

る
。今
後
、人
口
も
減
り
交
付

金
も
減
れ
ば
、管
理
の
た
め
の

経
費
は
減
ら
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。そ
う

な
れ
ば
、町
は
益
々
荒
れ
た

状
態
に
な
る
。経
費
節
減
の

た
め
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

町
長　
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、

広
範
囲
に
渡
る
町
道
の
除
草

を
行
政
の
み
で
行
う
に
は
限

界
が
あ
る
。町
で
は
、行
政
区

等
の
団
体
に
よ
る
除
草
作
業

に
対
す
る「
助
成
金
制
度
」を

設
け
て
い
る
。こ
の
制
度
が
提

案
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

地
域
の
環
境
美
化
や
活
性
化

に
も
繋
が
る
た
め
、制
度
の
周

知
を
更
に
進
め
、住
民
の
皆
様

と
連
携
し
た
効
率
的
な
道
路

管
理
を
進
め
る
。

立木によってふさがれた歩道立木によってふさがれた歩道

あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て保
険
福
祉
課
長

町
長

問

問

問道
路
の
草
や
立
木
に
つ
い
て

町
長



町の預貯金（基金）

124 億 3,436 万円　　令和 7 年度末現在高

歳入総額

151 億 4,220 万円
令和 7 年度一般会計

歳入歳出差引

11 億 6,888 万円
翌年度繰越財源

6,516 万円
実質収支

11 億 373 万円

歳出総額

139 億 7,332 万円
令和 7 年度一般会計

その他
17.5％

124.3
億円

減債
4.2％

公共施設
47.3％

財政調整
24.6％

合併地域
6.3％

令和 7 年度 みやこ町　一般会計決算の概要

公共施設整備基金
5,886,760,327 円

財政調整基金
3,060,539,858 円

合併地域振興基金
782,254,075 円

減債基金
525,941,441 円

社会福祉基金
510,494,578 円

ふるさとづくり基金
338,660,202 円

ふるさと創生基金
246,314,493 円

町営住宅整備基金

234,339,097 円

町の借金（地方債）

79 億 5,323 万円
令和 7 年度末現在高

主な基金

主な税・使用料等の徴収状況

令和 7 年度末現在高

項目 現年度 金額 徴収率 滞納繰越 金額 徴収率

個人町民税   696,972,100 円 98.60% 6,572,942 円 22.90%
住宅使用料 85,172,100 円 96.50% 2,553,000 円 6.60%
法人町民税 65,529,100 円 99.50% 114,825 円 40.20%
国民健康保険税 300,243,686 円 93.90% 14,586,406 円 23.30%
固定資産税 1,092,856,100 円 98.60% 6,785,565 円 16.30%
後期高齢者医療保険料 371,728,520 円 99.50% 1,416,500 円 31.60%
軽自動車税 79,916,300 円 98.10% 1,149,771 円 28.90%
介護保険料 494,019,304 円 99.60% 2,101,745 円 28.30%
保育料 1,182,150 円 100.0% 701,400 円 12.70%
水道使用料 156,009,080 円 92.6% 12,921,360 円 55.70%
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委
員
会
審
査
報
告

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会（
9
月
４
日
）

み
や
こ
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
改
正

【
概
要
】事
業
者
が
給
付
を
受
け
る
際
、

施
設
型
給
付
費
及
び
地
域
型
保
育
給

付
費
を
受
け
る
事
業
者
で
あ
る
か
町
が

確
認
を
行
う
に
当
た
り
基
準
を
定
め
る

条
例
で
あ
る
。

（
熊
谷
み
え
子
）特
定
地
域
型
保
育

事
業
を
み
や
こ
町
は
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。

（
子
育
て・
健
康
支
援
課
長
）実
施

し
て
い
る
施
設
は
な
い
。

み
や
こ
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例

の一部
改
正

【
概
要
】総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
図

書
館
分
室
の
廃
止
及
び
愛
称「
サ
ン・グ

レ
ー
ト
み
や
こ
」の
追
加
に
伴
う
改
正

で
あ
る
。

（
熊
谷
み
え
子
）勝
山
地
域
に
お
け

る
図
書
館
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
検

討
し
た
の
か
。

（
町
長
）本
も
読
め
る
、い
ろ
ん
な
世

代
の
方
が
交
流
で
き
る
場
所
に
す
る
こ

と
が
、こ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
と
考

え
た
。

（
梅
本
智
明
）実
際
に
置
く
図
書
の

数
、内
容
等
の
変
更
は
あ
る
の
か
。

（
町
長
公
室
長
）ニ
ー
ズ
等
を
把
握

し
厳
選
し
た
質
の
高
い
図
書
を
配
置
す

る
考
え
で
あ
る
。

（
六
田一美
）図
書
の
配
置
場
所
は
。

（
町
長
公
室
長
）一
か
所
に
固
め
る
の

で
な
く
様
々
な
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お

り
、そ
の
場
所
に
応
じ
た
配
置
を
計
画

し
て
い
る
。

（
小
田
勝
彦
）勝
山
で
本
館
に
あ
る

図
書
を
予
約
し
た
場
合
、勝
山
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

（
生
涯
学
習
課
長
）自
宅
か
ら
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
で
き
、予
約
し
た

図
書
を
勝
山
で
受
け
る
こ
と
も
で
き

る
。（

中
尾
昌
葊
）子
ど
も
達
の
読
み
書

き
が
遅
れ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
、図
書
館
に
行
く
環
境
を
促
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
教
育
長
）学
校
に
は
廃
校
舎
等
々
で

定
期
的
に
回
って
図
書
館
の
本
を
貸
し
借
り
し
て
い
る
。な
お
か
つ
学
校
に
は
小
学
生

用
、中
学
生
用
の
本
を
配
置
し
て
い
る
。本
離
れ
や
本
屋
が
減
っ
た
な
ど
の
話
も
あ
る

の
で
十
分
心
が
け
て
い
き
た
い
。

付
託
さ
れ
た
契
約
４
件　
内
容
は
次
の
と
お
り

水道施設遠方監視制御設備更新工事
契約金額（消費税を含む）

2億6,298万1,620円
株式会社 正興電機製作所

令和10年3月24日まで

水道施設の遠方監視制御設備の更新

業者名

工　期

主な内容

1 豊津公民館解体工事
契約金額（消費税を含む）

1億7,824万9,500円
有限会社 第一建設工業

令和9年6月30日まで

豊津公民館の解体工事

業者名

工　期

主な内容

2

スクールバス購入（29人乗り）
契約金額（消費税を含む）

859万5,360円
三菱ふそうトラック・バス株式会社
九州ふそう北九州支店

伊良原学園で使用する
スクールバス購入（29人乗り）

豊津浄水場の配水池築造工事
（変更により5万5,000円減額）

業者名

主な内容

3 豊津浄水場配水池築造工事
（一部変更）

原契約金額

2億3,826万円
変更後金額

2億3,820万5,000円
株式会社 豊秀建設業者名

主な内容

4

問 問答

問問問問 答答答答答
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総
務
産
業
常
任
委
員
会（
9
月
7
日
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
9
月
8・9
日
）

み
や
こ
町
集
会
所
・
公
民
館
等
条
例

の一部
改
正

【
概
要
】明
治
集
会
所
を
解
体
す
る
た

め
、み
や
こ
町
が
管
理
す
る
集
会
所
か

ら
削
除
す
る
も
の
。

指
定
金
融
機
関
の
指
定

【
概
要
】西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
指
定

金
融
機
関
で
あ
っ
た
が
、期
間
満
了
に

伴
う
交
代
に
よ
り
、令
和
９
年
度
か
ら

令
和
11
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
福
岡

京
築
農
業
協
同
組
合
に
指
定
す
る
も

の
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
育
徳
館
高

等
学
校
寄
宿
舎
用
地
残
地
）

【
概
要
】令
和
８
年
度
に
始
ま
る
豊
津

公
民
館
の
解
体
工
事
や
令
和
９
年
度

に
予
定
し
て
い
る
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
工
事
の
期
間
中
、工
事
車
両
が

入
る
こ
と
で
既
存
の
駐
車
場
が
狭
く

な
る
た
め
、期
間
中
の
工
事
用
の
代
替

駐
車
場
と
し
て
活
用
。以
降
は
、生
活

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
企
業
を
誘

致
す
る
事
業
用
地
と
し
て
活
用
し
て
い

く
計
画
。

（
飯
本
秀
夫
）民
間
に
貸
与
し
て
有

効
に
使
う
と
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
貸
し
方
を
す
る
の
か
。

（
町
長
公
室
長
）今
後
計
画
し
て
い

く
が
、建
物
を
建
て
テ
ナ
ン
ト
を
貸
し

付
け
て
い
く
と
い
う
方
法
、土
地
自
体

に
定
期
借
地
権
を
設
定
し
て
期
間
を

決
め
て
貸
し
て
い
く
方
法
が
あ
る
。

令
和
８
年
度
補
正
予
算
（
３
件
）

<

一般
会
計>

（
中
尾
昌
葊
）今
度
の
補
正
予
算

で
６
８
０
万
円
、先
般
６
月
の
補
正

予
算
で
５
０
０
万
円
。合
わ
せ
て

１
１
８
０
万
円
が
か
か
る
が
。

（
町
長
公
室
長
）６
月
議
会
で
補
正

し
た
５
０
０
万
円
の
費
用
は
、公
社
を

設
立
す
る
た
め
に
支
援
事
業
と
し
て
業

務
委
託
。今
回
は
公
社
の
立
ち
上
げ
準

備
と
し
て
の
予
算
を
計
上
。

（
柿
野
義
直
）公
社
と
い
う
こ
と
は

当
然
、国
か
ら
の
お
金
、町
か
ら
の
補

助
金
で
や
っ
て
い
く
が
、公
社
で
練
っ

た
方
針
を
町
の
政
策
と
し
て
や
っ
て
い

く
の
か
。

（
町
長
）大
き
な
方
針
は
、町
が
最

初
に
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
。そ
れ
を
受

け
て
、公
社
が
民
間
の
事
業
者
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

（
岩
村
宗
一郎
）旧
犀
川
支
所
跡
地

三
角
広
場
の
整
地
工
事
で
、具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
工
事
を
考
え
て
い
る
の

か
。（

町
長
公
室
長
）現
在
考
え
て
い
る

の
は
、撤
去
し
て
平
地
に
戻
し
た
後
、砂

利
を
撒
い
て
来
年
の
産
業
祭
等
で
使
っ

て
も
ら
う
。

令
和
７
年
度
決
算
（
10
件
）

<

一般
会
計>

（
楠
田
涼
）北
九
州
空
港
利
用
促
進

協
議
会
負
担
金
に
つ
い
て
詳
細
を
伺

う
。（

行
政
経
営
課
長
）協
議
会
負
担
金

を
利
用
す
る
地
域
関
連
の
自
治
体
で

構
成
さ
れ
て
い
る
協
議
会
で
、北
九
州

空
港
の
利
用
を
促
す
広
告
を
市
町
村

が
出
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
共
催

す
る
事
業
を
行
って
い
る
。

（
楠
田
涼
）県
支
出
金
で
、ワ
ン
ヘ
ル

ス
事
業
を
県
で
は
見
直
し
を
行
う
と

聞
い
て
い
る
が
、み
や
こ
町
も
受
け
て

い
る
県
支
出
金
の
中
に
、ワ
ン
ヘ
ル
ス

関
連
事
業
は
あ
る
の
か
。

（
住
民
課
長
）県
か
ら
の
ワ
ン
ヘ
ル
ス
に

関
す
る
補
助
金
は
な
く
、事
業
も
な
い
。

（
熊
谷
み
え
子
）金
融
機
関
の
国
債

に
つ
い
て
20
年
、２
年
と
運
用
管
理
さ

れ
て
い
る
が
、20
年
と
い
う
の
は
何
か

理
由
は
あ
る
の
か
。

（
会
計
課
長
）20
年
ま
で
買
う
こ
と

が
で
き
る
。最
近
の
金
利
の
急
上
昇
に

伴
い
、令
和
７
年
度
か
ら
は
２
年
国
債

の
み
を
購
入
。

<

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計>

（
熊
谷
み
え
子
）新
し
く
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
が
始
ま
っ
て
、町
民

の
方
か
ら
問
合
せ
は
あ
っ
た
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）特
に
役
場
の
方

に
話
は
な
い
。

<

水
道
事
業
特
別
会
計>

（
楠
田
涼
）水
道
料
金
に
つ
い
て
、

全
国
的
に
見
て
も
高
い
と
思
う
が
、今

後
の
水
道
料
金
を
上
げ
る
予
定
は
。

（
上
下
水
道
課
長
）原
因
は
加
入
率

が
低
い
こ
と
。ま
ず
は
加
入
率
を
上
げ

て
い
く
が
、最
終
的
に
は
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
。

問問問

問

問問問

問問

答 答

答答答

答答答答
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このページ、このページ、
いつもといつもと少し少し
違いません違いませんかか??

　６月議会の５００万円は、まちづくり公社設立
に向けた調査・検討のための予算であり、今回の
６８０万円は、その結果を踏まえて実際の設立準備
を進めるための予算です。建物でいえば、土地や
設計を調べる費用と、実際に建築を進める費用が
別に必要なのと同じです。前回予算の説明不足は
別途検証すべきであり、それだけを理由に今回の
予算を削除するのは慎重であるべきと考え、修正
案に反対しました。

　公社は、今後の移住促進に向けたさまざまな施策をパッ
ケージ化し、その役割を担うことも想定されています。人口
減少が進む本町において、移住・定住政策を進める上でも
一つの可能性を持つ取組だと考えます。未来のために必要
な事業はまず前に進め、その後、予算の使途や成果、町
民への効果について、数字と結果をもとに検証していくこ
とが重要だと考えます。説明不足だけを理由に、将来の人
口減少対策や移住・定住政策につながる可能性のある取組
を現段階で止めるべきではないと考え、反対しました。

　内田町長の実質当初予算ではグランドデザイン業務委託料１０００万円の内訳は実装支援業務及びまちづくり会社設立
準備調査費として５００万円が６月補正予算として可決しました。
　今回またの提案であり、納得出来ないものです。
　企画費グランドデザイン業務委託料として３８８万３千円の計上、まちづくり公社設立準備協議会立ち上げ６８０万円の計
上。グランドデザインの名でその都度の予算計上です。計画性、方向性が見えないままなのか到底一貫性があると見え
ません。このような予算支出には賛成できません。

議案第５２号令和８年度みやこ町一般会計補正予算（第３号）に対する修正動議

議案第５２号　令和８年度みやこ町一般会計補正予算（第３号）

【概要】過去の調査費５００万円の使い道や調査結果、委託先の選定方法などの説明が不十分として、
「まちづくり公社」の設立準備費６８０万円を予算から削除する修正案が柿野義直議員、中尾昌廣議
員から提出されました。

否決

可決

岩村 宗一郎 議員 楠田 涼 議員

熊谷 みえ子 議員

みやこ町議会広報委員会
広報デザインの研修に参加しました

読みたくなる
紙面づくり

分かりやすく
やさしい言葉で

町民の声を
生かす広報へ

文字を詰め込みず、 
見出しや写真で
伝える工夫を。

専門用語を避け、
だれでも理解できる
表現を心がけます。

アンケートなどで
みなさんの声を聞き、
紙面づくりに生かします。

いつもと少し
違いませんか?
このページ、

もっと分かりやすく 、 もっと身近な議会だよりを目指して、
広報の専門研修で学んできました。
今回のページは、 その学びを取り入れた “はじめの一歩”です。

今回、試験的にアンケートを実施し
ます。より良い紙面づくりのために
アンケートにご協力ください。

01 02 03

もっと伝
わる

　議会だ
よりを目

指して

研修で学んだこと 議会だよりについて
あなたの声を聞かせてください！

令和 8 年度全国

町村議会広報研修会

に参加しました

反対 討論

反対 討論 反対 討論
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楠
田
　
　
涼

岩
村
宗
一
郎

松
本
　
　
潤

柿
野
　
直
子

六
田
　
一
美

小
田
　
勝
彦

飯
本
　
秀
夫

中
尾
　
昌
葊

大
束
　
英
壽

柿
野
　
義
直

原
田
　
和
美

熊
谷
み
え
子

梅
本
　
智
明

議決
結果

みやこ町集会所・公民館等条例の一部を改正す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

みやこ町総合文化センター条例の一部を改正す
る条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

指定金融機関の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
財産の取得について（育徳館高等学校寄宿舎用
地残地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について（水道施設遠方監
視制御設備更新工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結についての議決内容の一部
変更について（豊津浄水場配水池築造工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約の締結について（豊津公民館解体
工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

備品購入契約の締結について（スクールバス購
入） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和８年度みやこ町一般会計補正予算（第３号）
に対する修正動議 ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● 否決

令和８年度みやこ町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ 可決
令和８年度みやこ町介護保険事業特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和８年度みやこ町土地取得特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度みやこ町一般会計歳入歳出決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町住宅新築資金等事業特別会
計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町土地取得特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和７年度みやこ町犀川財産区管理会特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和７年度みやこ町城井財産区管理会特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

令和７年度みやこ町水道事業特別会計決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和７年度みやこ町下水道事業特別会計決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

令和８年第 4 回定例会 議案議決結果及び議員別賛否一覧表
令和８年第 4回定例会を9月1日から17日までの１7日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。　

議員名
議案名

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。
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後
集
編

記

　 　 　

議 会 広 報
特別委員会

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る！！！！

　
今
年
の
夏
は
高
温
で
日
照
り
が
続
き
、

灌
漑(

か
ん
が
い)

対
策
に
ご
苦
労
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
稲

作
に
深
刻
な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
議
論
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
ま

ち
づ
く
り
公
社
設
立
協
議
会
負
担
金
６
８

０
万
円
の
削
減
を
求
め
る
修
正
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
立
に
至
る
ま
で
の
委
託
調
査
の
説
明

が
不
十
分
で
あ
る
た
め
一
旦
立
ち
止
ま
り

検
証
す
る
べ
き
だ
と
の
理
由
か
ら
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
中

心
に
な
る
も
の
だ
か
ら
進
め
る
べ
き
だ
と

の
意
見
が
あ
り
修
正
動
議
は
賛
成
６
反
対

７
で
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
こ
う
し
た
議
論
が
よ

く
わ
か
る
よ
う
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

柿
野
　
義
直

委
　
員
　
長
　
　
熊
　
谷
　
み
え
子

副 

委 

員 

長
　
　
六
　
田
　
一
　
美

委
　
　
　
員
　
　
柿
　
野
　
義
　
直

　
　
〃
　
　
　
　
柿
　
野
　
直
　
子

　
　
〃
　
　
　
　
松
　
本
　
　
　
潤

　
　
〃
　
　
　
　
楠
　
田
　
　
　
涼

発
行
責
任
者
　
　
田
　
中
　
勝
　
馬

12
月
の
議
会
定
例
会
は
、

12
月
1
日（
火
）開
会
予
定
で
す
。

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

り
よ
だ
会
議

第

号

○ 

会
議
町
こ
や
み
　
行
　
発

○ 

会
員
委
別
特
報
広
会
議
　
集
　
編

○ 

築
上
印
刷
㈲

　
刷
　
印

88

3
8
0
・
3
8
1

主な活動・実績

・「よってこ犀祭」での手話コーラス
・小学校での手話による読み聞かせ
　ボランティア
・社会福祉協議会創立20周年記念
　イベントへの出店
・手話の会 研修バスハイク
 （大刀洗平和記念館）
・手話施策推進法の勉強会（月1回）
・手話の会 研修バスハイク
 （小倉聴覚支援学校見学）
・ふれあいふくしまつり2026への出店

み
や
こ
町

  
豊
津
手
話
の
会

　豊
津
手
話
の
会
は
、
会
員
数
が
こ
れ
ま
で
の

5
人
か
ら
18
人
へ
と
増
え
、
現
在
は
幅
広
い
年

代
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。昨
年
度
の
手
話

講
座
を
修
了
し
た
皆
さ
ん
も
新
た
に
加
わ
り
、

ろ
う
あ
者
の
方
々
と
一
緒
に
手
話
が
飛
び
交

う
、に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　手
話
が
で
き
る
人
も
、
ま
だ
手
話
が
分
か
ら

な
い
人
も
、「
手
話
を
や
っ
て
み
た
い
！
」と
い

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。手
話
を
通
し
て
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く
手
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　活
動
で
は
、手
話
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、「
県

名
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入

れ
な
が
ら
楽
し
く
手
話
に
触
れ
な
が
ら
学
ぶ

時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
本
庁
に
手
話
通
訳
士

が
配
置
さ
れ
、
手
話
言
語
条
例
や
手
話
施
策
推

進
法
に
つ
い
て
の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、
地
域
の
中
で
手
話
を

広
め
て
い
く
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
や
こ
町
豊
津
手
話
の
会
　
　 

　
　
　  

会
長
　宮
田 

博
子

手話に興味がある方、
手話をやってみたい方、
ぜひ一度見学に来てください！

開催日時　毎月第2月曜日　
　　　　　※祝日の場合は第3月曜日
　　　　　10時30分～12時
と こ ろ　  みやこ町文化交流センター
問 合 せ　  みやこ町社会福祉協議会
　　　　　 TEL  0930-42-1000

指文字の
50音がイラストで
描かれています

MIYAKO
Sign Languege Club




